
合意書 （案） 

                                                      令和８年  月  日 

 

 西日本鉄道株式会社自動車事業本部長 松 本  義 人 

 福岡県公安委員会委員長          権 藤  喜美惠 

 古賀市長 田 辺  一 城 

 九州運輸局長 日 向  弘 基 

古賀市地域公共交通会議会長         稲 永   健太郎 

                                                                       

古賀市内の乗合自動車の停留所における旅客の運送の用に供する自動車の停車又は駐車に

関する合意書 

 

  道路交通法（昭和 35年法律第 105 号）第 44条第２項第２号の規定に基づき、古賀市内の乗合自

動車の停留所における旅客の運送の用に供する自動車の停車又は駐車に関して下記のとおり合意

する。 

記 

１ 旅客の運送の用に供する自動車が停車又は駐車をする乗合自動車の停留所の名称 

  別表のとおり 

 

２ １に停車又は駐車をする旅客の運送の用に供する自動車の範囲 

   令和８年度に古賀市が自動運転の実証運行で使用する自動運転バス 

ティアフォー製 Ｍｉｎｉｂｕｓ２．０ 

車両番号 名古屋 ２００ は １３２２ 

に限る。 

   

３ １における２の停車又は駐車が道路又は交通の状況により支障がないものとなるようにする

ため必要と認める事項 

  事業計画書に示された運行計画等を遵守するものとする。 

 



 

別表 

 

旅客の運送の用に供する自動車が停車

又は駐車をする乗合自動車の停留所の

名称 

所 在 地 

ししぶ駅東口  福岡県古賀市美明２丁目２８－１先 

勤労者研修センター前  福岡県古賀市鹿部３３５－２８先 

糸ヶ浦公園前  福岡県古賀市青柳３４７６－１１先 

岳越山入口  福岡県古賀市糸ケ浦２９先 

神田橋  福岡県古賀市糸ケ浦３８先 

コスモス館前  福岡県古賀市青柳６５８－１先 

 ※勤労者研修センター前～コスモス館前間は片側標柱であるが、西鉄バスの運用に合わせて標柱

の向かい側にも停車。 

 


